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昭和幼稚園「キッズサッカー」（比奈）

富士市表彰式典 
セカンドライフを応援します
市・県民税の改正　　　 児童手当などの手続　　　
富士つけナポリタンがB-1グランプリに出展！／
11月は「計量強調月間」
社会福祉大会／女性に対する暴力をなくす運動
9月のできごと
暮らしのたより　　　 11月のカレンダー
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市
長
表
彰

平
成
25
年
度

 

保
健
衛
生
功
労

　

多
年
に
わ
た
り
、
歯
科
医
業
に
従
事
し
、

社
会
福
祉
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
歯
科
医
療

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
歯
科
医
師
会
会
長
、
静

岡
県
歯
科
医
師
会
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
組
織
の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組
み
、
平

成
元
年
か
ら
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上

自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
「
8ハチ
0マル
2ニイ
0マル

運
動
」
に
関
す
る
会
員
へ
の
働
き
か
け
や
市

民
へ
の
意
識
啓
発
な
ど
、
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
富
士
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
市
が
災
害
時
に
行
う
医
療
救

護
活
動
に
対
し
、
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
関

す
る
協
定
書
の
締
結
を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
、

保
健
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。　

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
を
務
め
、
消

防
団
員
と
し
て
地
域
消
防
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
行
動
力
を
も
っ
て
災
害
活
動

の
指
揮
に
当
た
り
、
消
防
の
質
的
向
上
の
た

め
、
装
備
・
施
設
な
ど
の
充
実
・
強
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
消
防
団
方
面
隊
長
、
副

団
長
、
消
防
団
長
の
重
責
を
担
い
、
率そ

っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

そ
の
任
務
に
当
た
り
、
団
員
の
教
育
・
訓

練
に
よ
り
部
下
団
員
の
人
的
向
上
を
図
り
、

消
防
任
務
の
遂
行
に
邁ま

い

進
す
る
と
と
も
に
、

平
成
24
年
か
ら
は
消
防
協
会
富
士
支
部
長
及

び
静
岡
県
消
防
協
会
理
事
に
奉
職
さ
れ
、
組

織
の
円
滑
な
運
営
及
び
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
生
命
財
産
の
保
護
と

災
害
の
予
防
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
表
彰
は
、
各
分
野
の
功
労
者
を
表
彰
す
る
市
の
最
高

表
彰
制
度
で
、
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

こ
と
し
は
保
健
衛
生
分
野
と
水
火
災
防
護
分
野
で
功
労
の

あ
っ
た
2
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

 

水
火
災
防
護
功
労
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大お
お

村む
ら　

仂つ
と
む

さ
ん

　
　

     　
（
鷹
岡
本
町
）

鈴す
ず

木き　

正ま
さ

美み

さ
ん

　
　

     　
　
（
鵜
無
ケ
淵
）



 

教
育（
自
然
科
学
）

 
ス
ポ
ー
ツ（
ゴ
ル
フ
）

 

ス
ポ
ー
ツ（
ス
ポ
ー
ツ
一
般
）

 

ス
ポ
ー
ツ（
自
転
車
）

 

文
化（
郷
土
史
）

山や
ま

田だ 

髙た
か
し

さ
ん

　
　

       

（
富
士
岡
）

勝か
つ

亦ま
た 
悠ゆ

う

斗と

さ
ん

　
　
　
　
　

 

（
緑
町
）

富
士
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

鈴す
ず

木き 

奈な

央お

さ
ん

　
　

    

（
鈴
川
東
町
）

加か

藤と
う 

昭あ
き

夫お

さ
ん

　
　

          

（
松
岡
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
自
然
環

境
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
植
物
な
ど
の

分
野
に
研
究
を
深
め
、
富
士

自
然
観
察
の
会
会
長
や
富
士

市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の

自
然
を
愛
す
る
心
を
育
む
な

ど
、
今
後
も
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
選
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
全

国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

で
の
優
勝
の
ほ
か
、
関
東
高

等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
の
冬

季
・
夏
季
大
会
で
も
優
勝
さ

れ
、
現
在
は
、
大
学
で
さ
ら

な
る
技
術
の
向
上
に
励
ん
で

お
り
、
今
後
も
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
大
会
な
ど
を
開
催
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
登
録
団

が
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
な

ど
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
選
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
種
目
で

優
勝
を
重
ね
、
中
で
も
5
0

0
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
に
お
い
て
は
、
全
国
高

等
学
校
選
抜
大
会
で
大
会
新

記
録
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
で
も
優
勝
さ
れ
る

な
ど
、
今
後
も
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
郷
土
史

の
普
及
と
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
駿
河

郷
土
史
研
究
会
や
富
士
市
日

ロ
友
好
協
会
の
会
長
を
務
め
、

本
市
の
伝
統
文
化
や
歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
の
醸
成
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
、
今
後
も
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
、
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
市
民
な
ど
の
活
動

を
奨
励
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
と
し
は
4
個
人
1
団
体
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ

ま
す
。 教

育
文
化

　
ス
ポ
ー
ツ

　
　 
奨
励
賞
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地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
、
交
通
安
全
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
指
導
育
成
、
善
行
な
ど
で
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
市
民
・
団
体
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

こ
と
し
は
6
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。

地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

佐さ

藤と
う 

猛た
け
し
さ
ん

　
　

         

（
桑
崎
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
桑
崎
町
内
会

会
長
と
し
て
、
明
る
く
豊
か
な
住

み
よ
い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
、

地
域
の
自
治
振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
町
内
会
連
合

会
副
会
長
や
吉
永
北
地
区
町
内
会

連
合
会
会
長
の
要
職
を
歴
任
し
、

地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
活
動

西に
し

原は
ら 

茂し
げ

子こ

さ
ん

　
　

         

（
天
間
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
精

神
を
も
っ
て
、
援
助
が
必
要
な
家

庭
の
相
談
・
指
導
や
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
を
通
じ
、
会
の
発
展
と
地
域
福

祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

 

交
通
安
全
活
動

望も
ち

月づ
き 

信し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん

　
　

      

（
北
松
野
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
松
野
地
区
を
中
心

に
交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
践
し
、

児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、

安
全
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
交
通
安
全
指

導
員
会
地
区
幹
事
の
要
職
を
担
い
、

会
の
発
展
と
市
民
の
安
全
確
保
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
活
動

三み

宅や
け 

幸こ
う

三ぞ
う

さ
ん

　
　

       （
横
割
6
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
精

神
を
も
っ
て
、
援
助
が
必
要
な
家

庭
の
相
談
・
指
導
や
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
会
長
な
ど
の
要
職

を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
通
じ
、
会
の
発
展
と
地
域
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

 

社
会
福
祉
活
動

三み
つ

木き 

政ま
さ

代よ

さ
ん

　
　

         

（
石
坂
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
精

神
を
も
っ
て
、
援
助
が
必
要
な
家

庭
の
相
談
・
指
導
や
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
理
事
な
ど
の
要
職

を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
通
じ
、
会
の
発
展
と
地
域
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

 

交
通
安
全
活
動

小こ

林ば
や
し 

德の
り

光み
つ

さ
ん

　
　

         

（
大
淵
） 　

多
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
大
淵
地
区
を
中
心

に
交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
践
し
、

児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、

安
全
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
富
士
市
交
通
安
全
指

導
員
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
担
い
、

会
の
発
展
と
市
民
の
安
全
確
保
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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 　　 男性

1 位 愛知県   71.74歳

2 位 静岡県 71.68歳
3 位 千葉県   71.62歳

4 位 茨城県   71.32歳

5 位 山梨県   71.20歳

 女性

静岡県 75.32歳
群馬県   75.27歳

愛知県   74.93歳

沖縄県
栃木県

   
74.86歳

 

静
岡
県
は
健
康
寿
命
日
本
一
！

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
22
年

の
健
康
寿
命（
介
護
を
受
け
た
り
病
気

で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
、
自
立

し
て
健
康
に
生
活
で
き
る
期
間
）で
は
、

静
岡
県
の
女
性
が
75
・
32
歳
で
全
国
1

位
、
男
性
が
71
・
68
歳
で
全
国
2
位
で

し
た
。
そ
の
後
、
県
が
行
っ
た
調
査
で
、

「
運
動
、
栄
養
、
休
養
、
社
会
活
動
が

健
康
長
寿
の
柱
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
ず
っ

と
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
社
会
活
動

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
を

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
」で
は
、

第
2
の
人
生
を
考
え
て
い
る
中
高
年
世

代
の
人
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
市
民

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
就
労
、
起
業

な
ど
の
情
報
を
希
望
に
応
じ
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
市
民
活
動
団
体
の
見
学
・

参
加
体
験
の
同
行
も
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
／
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

9
〜
18
時

問
い
合
わ
せ
／
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室　

　
　
　
　
　
　
　

☎（
51
）1
1
1
2

 【
相
談
内
容
例
】

 

・
グ
ル
ー
プ
で
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
、

 　

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
い　
　
　

　
　
　　
　
　
　
　
　

   （
60
代
女
性
）

 

・
退
職
後
に
野
菜
づ
く
り
を
学
べ
る　

　

 

団
体
に
入
り
た
い　
（
60
代
男
性
）

 

・
経
験
を
生
か
し
て
音
楽
教
室
を
始

　

 

め
た
い         　

    （
50
代
女
性
）

50
代
・
60
代
・
70
代
…
の
皆
さ
ん
へ

 

問
い
合
わ
せ
　
　

市
民
協
働
課 

☎（
55
）2
7
0
1 

5（
53
）6
6
6
3

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室

（
事
務
局
：（
一
社
）ま
ち
の
遊
民
社
）

　
　
　
　
　 

☎（
51
）1
1
1
2 

5（
30
）6
6
5
1

　
　
　
　
　

 
info@

m
achi-yum

in.com

第
1
弾

第
2
弾

第
3
弾

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め

市
内
で
活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
の
見
学

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
費
は
無
料
、
現
地
集
合
で
す
。
ど
な
た

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　

 

富
士
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　

岩
本
山
の
自
然
観
察

と
観
光
ガ
イ
ド
研
修
の

見
学
を
し
ま
す
。

と
き
／
11
月
8
日（
金
）

　
　
　

9
〜
12
時
ご
ろ

と
こ
ろ
／
岩
本
山
公
園

　
　

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
じ
環
境
倶く
楽ら
部ぶ

　

彼
岸
花
を
育
て
る「
里

親
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

彼
岸
花
の
植
え
つ
け
会

を
行
い
ま
す
。

と
き
／
11
月
9
日（
土
）

　
　
　

9
〜
12
時
ご
ろ

と
こ
ろ
／
滝
川
の
土
手

　
　
　

 

ふ
じ
山
子
ど
も
お
も
ち
ゃ
病
院

　
　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

　

に
よ
る
お
も
ち
ゃ
修
理

　

を
見
学
し
ま
す
。

　

と
き
／
12
月
1
日（
日
）

　
　
　

13
時
〜

　
　
　
（
約
30
分
間
）

と
こ
ろ
／
フ
ィ
ラ
ン
セ

　
申
し
込
み
／
各
回
開
催
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

　

電
話
で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
へ

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
見
学
体
験
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

健康寿命の上位 5 県

冊
子「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
お
す
す
め

ガ
イ
ド
」
を
無
料
進
呈

相
談
者
に
、
市
内
に
あ
る
42
の
市
民
活
動

団
体
の
活
動
内
容
と
就
労
、
起
業
な
ど
の
公

的
支
援
窓
口
を
ま
と
め

た
冊
子
を
無
料
で
差
し

上
げ
ま
す（
先
着
30
人
）。

郵
送
も
可
。
希
望
者
は

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談

室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ（
第
２
の
人
生
）」の

　

 
き
方
探
し 

や 　

 

の
実
現 

を 

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

 「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ（
第
２
の
人
生
）」の

　

 
き
方
探
し 

や 　

 

の
実
現 

を 

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

生生

夢夢

岩本山公園での案内彼岸花の植えつけ

おもちゃの修理

、
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年　　度 区　　分 通　常　額 引き上げ額 森
も

林
り

づくり
県民税 合　　計

平成26・27

市　民　税 3,000円 500円 0円 3,500円

県　民　税 1,000円 500円 400円 1,900円

合　　　計 4,000円 1,000円 400円 5,400円

平成28～35

市　民　税 3,000円 500円 0円 3,500円

県　民　税 1,000円 500円 0円 1,500円

合　　　計 4,000円 1,000円 0円 5,000円

平
成
26
年
度
か
ら
全
国
一
斉
に

市
・
県
民
税
の
均
等
割
が

　
　
　
　
　
　  

改
正
さ
れ
ま
す

市民一人一人の生命と財産を守るための財源になります。
新たな負担になりますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ／市民税課　155-2734　553-0974　

平成26～35年度（10年間）の市・県民税の均等割額

※
特
例
法
　

　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公

　
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必

　
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例

　
に
関
す
る
法
律
（
平
成
23
年
12
月
2
日
公
布
）

【
改
正
内
容
】　
下
表
を
参
照　

◎
期
間

　
平
成
26
〜
35
年
度
の
10
年
間

◎
引
き
上
げ
額

　
年
額
1
0
0
0
円

　

内
訳
／

　

①
市
民
税
均
等
割
額　

５
０
０
円

　

②
県
民
税
均
等
割
額　

5
0
0
円

　
※
静
岡
県
の
場
合
、
平
成
26
・
27
年
度
は
、
引

　
　

き
続
き
森も

林り

づ
く
り
県
民
税
（
4
0
0
円
）

　
　

が
県
民
税
均
等
割
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
県
や
県
内
の
市
町
で
は
、
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
防
災
・
減
災
の
た

め
の
事
業
を
緊
急
に
実
施
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

特
※

例
法
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
10
年

間
、
市
・
県
民
税
の
均
等
割
の
額
を
引
き
上

げ
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東日本大震災による被害状況（岩手県）
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受給資格者など 請求者の所得制限など 手当の月額など 申請に必要なもの

児
童
手
当

0 歳～中学 3年生修了前
（15歳到達後最初の 3月
31日まで）の児童を養育
している人

所得制限限度額は、扶養
人数によって異なります。
給与収入の場合は、源泉
徴収票の「給与所得控除
後」欄の額です。また、
その額から医療費控除額
などが控除されます。 

 所得制限限度額未満の場合
《 3歳未満》 
　　　　一律　1万5,000円
《 3歳以上小学6年生まで》
 3人目以降　 1万5,000円
 1人目・ 2人目　　 1万円
《中学生》 一律　1万円
 所得制限限度額以上の場合
 一律　5,000円

○申請者の印鑑
○申請者名義の預金通帳
○申請者の健康保険証、
もしくは年金加入証明
書（用紙は子育て支援
課にあります）扶養人数（例）所得制限限度額

2人 698万円
4人 774万円

児
童
扶
養
手
当

次に該当する18歳以下の
児童を監護している母また
は父、養育者で、公的年金
を受給していない人
 ○離婚・未婚・死亡・遺棄
及び拘禁などで父または
母がいない母子・父子家
庭（事実上婚姻関係があ
る人は除く）、養育者
 ○父または母が重度の障害
の状態にある人

※18歳以下とは、18歳に達
　した最初の3月31日まで。

全部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額
　  95万円

児童 1人
4万1,140円

 （平成25年10月～） 2人目
 5,000円増

3人目以降
 3,000円増

○母子家庭などの確認書
○申請者の戸籍謄本
○申請者の印鑑
○申請者名義の預金通帳
○申請者と子どもの健康
保険証

○申請者の年金手帳一部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額
   268万円

児童 1人
所得に応じて
9,710円～
4万1,130円

 （平成25年10月～）

母
子
家
庭
等
医
療
費

 ○20歳未満の児童を扶養   
　 している母子（父子）家
　 庭の母（父）と児童
 ○20歳未満で両親のいな　 
　 い家庭の児童
 ○配偶者の身体に障害が  
　ある家庭の母（父）と20
　歳未満の児童

所得税が課せられていな
い世帯
※ただし、所得税が課せ
　られていても、扶養し　
　ている児童の年齢・人
　数により、対象になる
　場合があります。

助成の範囲

○申請者の印鑑
○健康保険証（対象者全
員分）
○申請者名義の預金通帳

保険診療分の医療費から、付
加給付額及びそのほか補てん
された医療費を控除した額
※保険診療の対象にならない　
もの（個室使用料・食事療
養費・健康診断料・容器代
など）は助成対象外です。

小学校就学の始期から義
務教育終了までの母子家
庭などの児童で、1回の
入院が14日を超えた場合

な　し

○申請者の印鑑
○健康保険証（対象者全
員分）
○申請者名義の預金通帳
○領収書

こ
ど
も
医
療
費

対　象　年　齢
自　己　負　担　金 ○申請者の印鑑

○母子手帳
○子どもの健康保険証

通院の場合 入院の場合

0歳～中学 3年生修了前
 （15歳到達後最初の 3月
31日まで）

1回　500円
500円に満たない場合はその額。1か月につ
き 4回目まで自己負担し、 5回目以降は自
己負担金なし。

1日　500円

処方せんの交付により薬局へ行った場合は、薬局での自己
負担金はありません。

　※「児童扶養手当」と「母子家庭等医療費」の手続は、申請者本人が子育て支援課へ。
※申請が済んでいる人は、手続の必要はありません。詳しくは子育て支援課へ。

児童手当などの手続をしましょう
問い合わせ／子育て支援課　155-2738　551-0247　

どの制度も、申請
内容により、欄内
の項目以外のもの
が必要になる場合
があります。
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体
温
計
、
血
圧
計
、
ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ

ー
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
自
動
車
の
給
油

メ
ー
タ
ー
な
ど
は
、
計
量
法
で
「
特
定
計
量

器
」
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、

検
定
な
ど
の
有
効
期
限
が
あ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

食
料
品
店
、
宅
配
便
取
扱
店
、
薬
局
な
ど

に
あ
る
商
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
、
市
が
2
年
に
1
度
、
偶
数
年
度
に
実
施

す
る
定
期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
計
量
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
次
回
（
平
成
26
年
度
）
は
、
平
成
27
年
2

　

〜
3
月
に
実
施
予
定
で
す
。　

検
査
に
合
格
し
た

も
の
に
は
、
合
格

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

ま
す

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
ガ
ス
・
水
道
・

電
気
の
使
用
量
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

の
肉
や
魚
の
計
量
、
タ
ク
シ
ー
料
金
・
ガ
ソ

リ
ン
代
の
計
算
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量

器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
心
・
快
適
で
あ
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
確
に
作

動
し
、正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、「
計
量
法
」で
規
則
の
対
象
に

な
る
計
量
器
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
適
正

な
計
量
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
量
器
で
は
か
っ
た
重
さ
の
こ
と
を
「
量

り
ょ
う

目も
く

」
と
い
い
ま
す
。
計
量
法
で
は
、
量
目
に

つ
い
て
「
正
確
な
計
量
」
に
努
め
る
よ
う
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
の
入
れ
物

（
ト
レ
ー
、
ラ
ッ
プ
な
ど
）

と
添
え
物
（
わ
さ
び
、
た

れ
な
ど
）
を
「
風
袋
」
と

い
い
ま
す
。
風
袋
は
商
品

の
量
目
（
内
容
量
）
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
大
志
館

　（
富
士
商
工
会
議
所
）

　
☎（
52
）0
9
9
5
　
5（
52
）9
7
9
6

　
商
業
労
政
課

1（
55
）2
9
0
7
　
5（
51
）1
9
9
7

◆
計
量
器
の
定
期
検
査

◆
身
近
な
特
定
計
量
器
と
有
効
期
限

暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量

◆
正
確
な
計
量
は
生
活
の
基
本

◆
食
料
品
の
内
容
量
と
風ふ
う

袋た
い

11
月
は
「
計
量
強
調
月
間
」

　

市
民
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
富
士
つ
け

ナ
ポ
リ
タ
ン
大
志
館
は
、
愛
知
県
豊
川
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
8
回
ご
当
地
グ
ル
メ

で
ま
ち
お
こ
し
の
祭
典
!
B-

1
グ
ラ
ン
プ

リ
in
豊
川
」
に
出
展
し
ま
す
。
富
士
つ
け

ナ
ポ
リ
タ
ン
を
通
じ
た
富
士
市
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ト
マ
ト
ス
ー
プ
を
ベ
ー
ス
に
、
鶏
ガ
ラ

や
ブ
イ
ヨ
ン
な
ど
店
独
自
の
こ
だ
わ
り
ス

ー
プ
を
合
わ
せ
た
ダ
ブ
ル
ス
ー
プ
に
、
つ

け
ナ
ポ
リ
タ
ン
専
用
の
極
太
麺
や
パ
ス
タ

な
ど
を
つ
け
て
食
べ
る
、
つ
け
麺
風
の
富

士
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
で
す
。

　
「
富
士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
」の
提
供
店
舗

は
、
現
在
46
店
舗
で
す
。
お
店
に
よ
っ
て

味
が
異
な
る
つ
け
ナ

ポ
リ
タ
ン
を
、
ぜ
ひ

食
べ
比
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

富
士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
大
志
館
は
、
富

士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ

し
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
B

-
1

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
で
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
富
士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
大

志
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
商
業
労
政
課

1（
55
）2
9
0
7
　
5（
51
）1
9
9
7

【
B-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川
出
展
】

【
富
士
つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン
と
は
？
】

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
】

と
　
き
／
11
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

と
こ
ろ
／
豊
川
稲
荷
駐
車
場
・
豊
川
市

　
　
　
　
野
球
場
周
辺
（
愛
知
県
）

▲富士つけナポリタン大志館スタッフ

▼富士つけナポリタン

　
つ
け
ナ
　
リ
タ
ン
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配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
や
人
身
取
引
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
の
こ

と
を
言
い
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
・
性
的
暴
力
も
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
は
、
中
学
・
高
校
・
大

学
生
な
ど
若
年
層
の
カ
ッ
プ
ル
間
で
起
こ
る
「
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は

大
人
の
男
女
間
に
限
っ
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
は
暴
力
を
振
る
う
側
の
問
題
で
あ
り
、
被

害
者
の
努
力
だ
け
で
は
と
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

子
ど
も
に
暴
力
を
見
せ
た
り
、
子
ど
も
を
危
険
な

目
に
遭
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
巻
き
込

ん
だ
暴
力
は
、
子
ど
も
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
夫
が
妻
に
暴
力
を
振
る
う
の
は
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
社
会
通
念
や
、
男
性
優
位
の
意
識
、
男
女

の
経
済
格
差
な
ど
、
個
人
の
問
題
と
し
て
は
片
づ

け
ら
れ
な
い
、
社
会
構
造
的
な
問
題
が
大
き
く
関

係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
（
平
成
21
年
実
施
）
で
は
、
Ｄ

Ｖ
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を
身
近
な
人
や
公
的
機
関

な
ど
に
相
談
し
た
人
は
36
・
6
％
に
と
ど
ま
り
、

被
害
者
の
多
く
が
問
題
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で

い
る
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

早
目
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
悩

ん
で
い
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

11
月
12
日（
火
）〜
25
日（
月
）　
【
11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
】

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

Ｄ
Ｖ
の
起
こ
る
背
景

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
は

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
を
！

D
V
相
談

女
性
の
た
め
の

相
談
室

 

電
話
番
号

 

受
付
時
間

 

 

相
談
場
所

 

相
談
日

 

月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

 

相
談
方
法 

電
話
・
面
接

（
要
予
約
、緊
急
時
は
随
時
受
け
付
け
）

9
時
〜
17
時
15
分

9
〜
12
時

13
〜
16
時

（
51
）1
1
2
8

（
64
）8
9
9
7

　

社
会
福
祉
大
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
福
祉
に
つ
い
て
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
48
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き
／
11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

13
〜
16
時
（
開
場
12
時
）

と
こ
ろ
／
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル

　

福
祉
の
推
進
に
寄
与
し
た
団
体
や
個

人
、
福
祉
事
業
を
支
援
す
る
事
業
所
な

ど
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

講
師
／
大お

お

胡ご

田だ 

誠
さ
ん（
弁
護
士
）

【
障
害
者
就
労
支
援

施
設
ふ
じ
ば
ら
作
業

所
】

　

ふ
じ
ば
ら
作
業
所

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
ふ

じ
山
キ
ャ
ン
ド
ル
」

の
製
造
工
程
や
誕
生

し
た
理
由
を
紹
介
し

ま
す
。

※
耳
の
不
自
由
な
人
に
は
、
手
話
通
訳

　

や
要
約
筆
記
、
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
が

　

あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
、　

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
社
会
福
祉
協
議

　

会
へ
（
定
員
20
人
・
先
着
順
）。

記
念
講
演

「
全
盲
弁
護
士
の
夢
の
叶
え
か
た
」

活
動
発
表

表
彰
状
授
与
、
感
謝
状
贈
呈

富
士
市

社
会
福
祉
大
会

第41回
　

昭
和
52
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
先
天
性

緑
内
障
に
よ
り
12
歳
で
失
明
す
る
。
筑

波
大
学
附
属
盲
学
校
中
学
部
・
高
等
部

を
卒
業
後
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を

経
て
、同
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科（
法

科
大
学
院
）
に
進
む
。
2
0
0
6
年
に

5
回
目
の
挑
戦
で
司
法
試
験
に
合
格
。

全
盲
で
司
法
試
験
に
合
格
し
た
弁
護
士

は
日
本
で
3
人
目
。

問
い
合
わ
せ

多
文
化
・
男
女
共
同
参
画
課

1（
55
）2
7
2
4
　
5（
55
）2
8
6
4

Esi-danjo@
div.city.fuji.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課

（
55
）2
8
4
0 

（
52
）2
2
9
0

Efu-fukushisoum
u@
div.city.

　

　fuji.shizuoka.jp

社
会
福
祉
協
議
会

（
64
）6
6
0
0 

（
64
）6
5
6
7

Einfo@
fujishishakyo.com

け
い
お
う 

ぎ 

じ
ゅ
く

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
フ
ィ
ラ

ン
セ
西
館
3
階
）

富
士
市
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
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静
岡
県
第
4
次
被
害
想
定
に
示
さ
れ

た
、
市
内
の
広
い
範
囲
で
震
度
6
弱
以

上
の
地
震
が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し
、

市
内
各
所
で
地
域
性
を
考
慮
し
た
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
永
北
・
大
淵
地
区
で
は
、
富
士
山

の
噴
火
を
想
定
し
、
地
区
住
民
が
バ
ス

や
自
衛
隊
車
両
で
、
避
難
所
と
想
定
し

た
常
葉
大
学
富
士
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
避
難

す
る
訓
練
を
実
施
。
同
校
で
は
、
気
象

庁
地
震
火
山
部
火
山
課
長
の
山
里
平
さ

ん
に
よ
る
防
災
講
座
が
開
催
さ
れ
、
熱

心
に
メ
モ
を
と
る
参
加
者
も
い
ま
し
た

　

ま
た
、
田
子
の
浦
港
周
辺
で
は
、
大

津
波
の
発
生
を
想
定
し
て
、
津
波
避
難

タ
ワ
ー
へ
の
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
被
災

船
か
ら
の
救
助
訓
練
、
津
波
堆
積
物
か

ら
の
救
出
訓
練
、
津
波
漂
流
者
救
出
訓

練
な
ど
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
巡
視
船
に

よ
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
に
は
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知

事
と
鈴
木
尚
富
士
市
長
が
視
察
に
訪
れ

訓
練
内
容
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

巨大地震に備え、大規模訓練を実施

静
岡
県
・
富
士
宮
市
・
富
士
市
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
9
月
1
日
　
市
内
各
地

　

定
年
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ（
第

2
の
人
生
）に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供

す
る
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
」
に

よ
る
出
張
相
談
会
と
パ
ネ
ル
展
示
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
展
示
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
還

暦
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
や
市
内
に

あ
る
42
の
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容

な
ど
を
紹
介
。（
一
社
）
ま
ち
の
遊
民
社

の
ス
タ
ッ
フ
が
、「
学
ぶ
」「
趣
味
」「
働

く
」「
貢
献
」
な
ど
、
来
場
者
そ
れ
ぞ

れ
の
要
望
に
合
わ
せ
、
活
動
団
体
を
紹

介
し
た
り
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
し
た

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
出
張
相
談
会
・
パ

ネ
ル
展
示
会
　
9
月
4
日
　
中
央
図
書
館

❶富士山火山噴火避難訓練（大淵第二小学校）
❷自主防災組織による図上訓練（ふじさんめっせ）
❸津波堆積物からの救出訓練（田子の浦港）
❹被災船からの救助訓練（田子の浦港）

▲市民活動団体のパネルを見ながら活動内容などの紹介・説
　明を受ける参加者

「第2の人生」への手がかりに

　　　 9月のできごと

、

や 

ま 

さ 

と 

ひ
と
し

。

❹

❶

❷

❸

。
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　　　 9月のできごと

　

こ
の
祭
り
は
、
岩
松
地
区
な
ど
市
内

6
地
区
の
子
ど
も
た
ち
で
組
織
さ
れ
る

「
か
り
が
ね
護
所
太
鼓
保
存
会
」
の
30

周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
の

迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏
の
ほ
か
、
地
元
の

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
自
由
に
太

鼓
の
演
奏
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、約
30
分
間
に
わ
た
る「
駿

州
木
嶋
手
筒
組
」
に
よ
る
手
筒
花
火
と

太
鼓
の
共
演
が
行
わ
れ
、
会
場
の
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

▲かりがね護所太鼓保存会の演奏
　　　　　　　　手筒花火▶

郷土芸能30周年の歩みを祝う

雁
鼓
祭
　

　
　
　
　
9
月
14
日
　
か
り
が
ね
堤

2
0
1
3
健
康
ま
つ
り

　
　
　
　
9
月
22
日
　
フ
ィ
ラ
ン
セ▲「食のわくわく体験コーナー」に設けられた、食材のカロ

　リー展示

　

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
こ
と

し
も
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ミ
ニ
健
診
や
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
自
身
の
健
康
に
つ
い

て
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
康
ふ
じ
21
計
画
Ⅱ
」
の

こ
と
し
の
テ
ー
マ
「
食
生
活
」
に
ち
な

み
、「
食
の
わ
く
わ
く
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
体
脂
肪
測
定
や

体
内
年
齢
測
定
の
ほ
か
、
食
生
活
診
断

ゲ
ー
ム
、肥
満
体
験
な
ど
、「
食
」
と
「
健

康
」
を
考
え
る
催
し
に
、
多
く
の
来
場

者
が
集
い
ま
し
た
。

「食」からはじまる健康づくりを推進

富
士
市
森
林
墓
園
使
用
者
募
集 

新
規
募
集
予
定
区
画

募
集
が
終
了
し
た
区
画

済

済

済

済

■
募
集
墓
所
数

普
通
墓
所
48
墓
所（
予
定
）・
芝
生
墓
所
36
墓
所（
予
定
）

■
応
募
資
格

平
成
24
年
11
月
5
日
以
前
か
ら
市
内
に
在
住
し
、
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

■
使
用
料

1
区
画
50
万
円
（
一
括
払
い
込
み
）

■
管
理
料

普
通
墓
所
／
年
額　

5
2
5
0
円
（
税
込
み
）　

芝
生
墓
所
／
年
額　

6
3
0
0
円
（
税
込
み
）

■
申
し
込
み

11
月
5
〜
15
日（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）の
9
〜
17

時
に
、
①
墓
所
使
用
申
込
書（
環
境
総
務
課
で
配
布

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、②
申
込
者

　

の
住
所
・
世
帯
全
員
の
氏
名
が
確
認
で
き
、
本
籍
・

続
柄
が
わ
か
る
住
民
票
の
写
し
1
通
、③
認
め
印
、

　

④
焼
骨
の
あ
る
人
は
、
火
葬
済
証
明
書
な
ど
の
写
し

を
持
参
し
、
直
接
環
境
総
務
課（
市
役
所
10
階
）へ

※
事
前
に
、「
募
集
案
内
書
」（
環
境
総
務
課
で
配
布
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
む
人
は
、
事
前
に
現
地（
桑
崎
9
9
1-

11
）を

　

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
か
ら
使
用
可
能
ま
で
約
1
か
月
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
総
務
課

 
 

1（
55
）2
7
6
8　

5（
51
）0
5
2
2

全
5
0
0
0
墓
所
の
う
ち
、
今
後
新
規
募
集
を
す
る

墓
所
数
は
残
り
2
9
5
墓
所
で
す
。

済

、

。

 

が
ん  

こ 

ま
つ
り

す
ん

し
ゅ
う
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お 知 ら せ
一日合同行政相談所（無料）

を開設します
市民安全課　155-2750

と　き／11月 7日e　13:00～16:00
ところ／中央図書館分館市民ギャラ
リー
内　容／登記、税金、年金、労働、
道路、相続などについて
※相談は先着順です。来場者多数の場
合、対応できないことがあります。
問い合わせ／総務省静岡行政評価事務
所 10570-090-110・054-254-1100

中央図書館　151-4946
日 場所と貸し出し開始時刻

1・15日f

セブン-イレブン中里店駐車場（10:00）
マックスバリュ富士江尾店駐車場（11:00）
加島の郷（ 1日の14:15のみ）
四丁河原南公会堂駐車場（15:00）

2・16日g
鈴川中町フードランド前（10:00）
松野まちづくりセンター（16日の14:00のみ）

6・20日d
駿河台団地（ 6日の14:15のみ）
富士見台市営住宅集会所前（15:00）

7・21日e
滝戸団地内（14:00）
岩本山団地集会所前（15:00）

9日g
富士信用金庫中丸支店駐車場（10:00）
ききょうの郷駐車場（14:00）
富士南まちづくりセンター（15:00）

14・28日e 歴史民俗資料館駐車場（15:00）

19日c
ハックドラッグ川成島店第 2駐車場（14:00）
JA富士市竪堀支店駐車場（15:00）

休館日／5・11・18・22・25日
※都合により中止・変更する場合があります。

移動図書館車ふじ号の巡回日程11月

献血にご協力を

福祉総務課　155-2757
11月の献血
日 場　　所 時　間
7日e 市役所駐車場  9:30～16:00

10日a
ジャンボエンチョー
富士店駐車場

 9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）

19日c

ナイスデイ駐車場  9:00～ 9:45

JA 富士市元吉原支店 10:15～13:00
（昼休み11:00～12:00）

浜町公園 13:30～14:30
ダイトー駐車場 15:00～16:00

21日e 市役所駐車場  9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）

市議会報告会

議会事務局　155-2878
とき（11月）ところ（地区まちづくりセンター）時　間
6日d 富士駅南・伝法

19:00～
7日e 天間
8日f 田子浦
11日b 富士川・須津
13日d 大淵
内　容／平成25年 9月定例会を中心
とした議会活動の報告

対　象／市内在住の人
申し込み／当日直接会場へ

11～12月は市・県民税一斉 
「滞納整理強化月間」です

収納課　155-2730
税金の滞納は、期間内に納税して
いる人との公平を欠くものです。
期間中は、県と市が協力し、預貯
金、給与、自動車及び不動産などの
差し押さえをはじめ、厳正な滞納整
理を強化し、集中的に取り組みます。
●催告の強化／電話、文書による催告
●差し押さえの強化／預金、生命保
険、給与などの差し押さえ
※事情があって納付できない場合は、 
収納課へご相談ください。

女性のチャレンジをテーマとした
パネルディスカッション（無料）
多文化・男女共同参画課　155-2724
　富士市＆富士市産業支援センター
 f
エフ

-B
ビ ズ

iz の共同プロジェクトです。
と　き／11月21日e　18:30～20:30
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
パネリスト／石田友

とも

子
こ

さん（ 2人 3
脚ホーム長）、豊

とよ

田
だ

由
ゆ

美
み

さん（ちゃ
の生

き

代表）、井出知
ち さ

沙さん（香港ド
ラゴン航空客室乗務員）

コーディネーター／小
こ

出
いで

宗
む ね

昭
あ き

 f-Biz
センター長

申し込み／11月15日fまでに、電話
で多文化・男女共同参画課へ

ストレス相談（無料） 
～抱えている悩み　話してみませんか～

健康対策課　164-8993
と　き／11月19日c、12月 5日e、平
成26年 1月21日c　各13:00～16:00
ところ／フィランセ東館 4階相談室
内　容／臨床心理士による相談
　（ 1人50分程度）
申し込み／事前に、電話で健康対策課へ
※心療内科・精神科の治療を受けて
いる人は相談できません。

思春期こころの相談（無料）

健康対策課　164-8994
と　き／11月 7日e、12月17日c　
各13:00～16:00

ところ／フィランセ相談室
内　容／臨床心理士による相談
　（ 1組50分程度）
対　象／小・中学生、高校生などと
その保護者

申し込み／事前に、電話で健康対策課へ
※心療内科・精神科の治療を受けて
いる人は相談できません。

年末調整・青色申告決算説明会

市民税課　155-2734
★年末調整等説明会
と　き ところ 時　間

11月25日b ロゼシアター
中ホール

13:30～16:00
（13:00開場）

★青色申告決算説明会
と　き ところ 時　間

11月26日c ロゼシアター
小ホール

13:30～15:30
（13:00開場）

※青色申告決算書用紙は、青色申告
決算説明会当日までに送付されま
せんのでご了承ください。
問い合わせ／富士税務署 161-2460

富士市立幼稚園フェスティバル　楽しい幼稚園～遊びの中で育つもの～
と　き／11月16日g　10:00～12:00　※雨天中止。
ところ／中央公園イベント広場　入場料／無料
内　容／各市立幼稚園による遊びのコーナー（ゲームで遊ぼう・自然の
遊び・つくって遊ぼうなど）、ことばの教室紹介

問い合わせ／富士川第一幼稚園　181-0480
★当日の開催状況は、おしえてコールふじ（153-1111　8:30～）へ
※駐車場は、中央公園、市役所北側、富士市職員交通安全会の各駐車場をご利用ください。

田子の浦漁港水産まつり
と　き／11月10日a　7:00～11:00
ところ／田子の浦漁港
内　容／水産加工品の販売など
問い合わせ／田子の浦漁業協同組
合 161-1004
※岳南富士地方卸売市場（駐車可） 
・ＪＲ吉原駅南口からシャトル
バスをご利用ください。
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小児用肺炎球菌ワクチンが新しいワクチンに変更になります
健康対策課　164-8992変更日時／11月 1日f～

接種場所／市内実施医療機関（健康カレンダー参照）
【現在のワクチンとの違い】 
現在のワクチンに含まれる 7種類の肺炎球菌の成分に加え、新たに 6種
類が追加され13種類の成分が含まれます。

※詳細については、健康対策課、かかりつけ医へ問い合わせるか、厚生労
働省ウェブサイト内「小児用肺炎球菌ワクチンの切りかえに関するＱ＆
Ａ」をごらんください。

募 　 集

「女性ネットワーク・富士」 
レディース・フェスタ2013

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／11月16日g　12:40～
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
内　容／高齢者演劇集団「チャレン
ジャー」による公演、バザー

入場料／無料（当日直接会場へ）

障害者、特別障害者（認知症・
寝たきり高齢者）の認定
高齢者介護支援課　155-2741

所得税・住民税の障害者控除・特別障
害者控除の対象者認定書を交付します。
対　象／身体障害者手帳などの交付
を受けていない65歳以上の人で、
6か月以上の寝たきりや認知症な
ど日常生活に支障がある人

申し込み／随時受け付けています。
直接高齢者介護支援課へ

※認定基準日は、申請日の前年末日です。

富士市オリジナルスマホアプリ「きみもご
み減らし隊」アンドロイド版の提供を開始

廃棄物対策課　155-2769
ごみ出し日の通知・ごみの分け方便

利帳・ごみクイズ・ごみ減量家計簿な
どの機能を持ったスマートフォン用ア
プリ「きみもごみ減らし隊」アンドロ
イド版の提供を、10月 1日から開始し
ました。アプリは無料ですのでぜひご
活用ください。なお、iOS版（i

アイ フ ォ ー ン

Phone
・i

アイパッド

Pad用）も引き続き提供中です。
インストール方法／P

プ レ イ

layストア（アン
ドロイド版）またはA

ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore（iOS版）
で「富士市　ごみ」と検索してください。

リサイクル青空市（秋市）出店者

りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／11月30日g　10:00～14:00
※雨天中止。
ところ／富士総合運動公園多目的広場
対　象／市内在住・在学・在勤の20
歳以上の人（業者不可）
募集店舗数／60店舗（応募者多数の
場合抽せん）
出店料／ 1店舗1,000円（当日徴収）
※申込方法など詳しくは、りぷす富
士公園事業課へ。

水道事業用地を一般競争入札
により売り払います
上下水道総務課　155-2843

物　件／久沢760-3外8筆1,603.98平
方メートル　第一種低層住居専用
地域　建ぺい率50％　容積率80％
入札日時／11月29日f　10:00～　
入札場所／水道庁舎 8階入札室
申し込み／11月 1～15日の8:30～
17:15に、参加要領（上下水道総務
課で配布）に記載の必要書類を持
参し、上下水道総務課へ（土・日
曜日、祝休日は除く）
※詳しくは、参加要領または市ウェ
ブサイトをごらんください。

富士山の眺めをより楽しむためにリニューアル！ 
市役所屋上の愛称

企画課　155-2718
市役所屋上のリニューアルオープ
ン（12月予定）に当たり、愛称を募集
します。
対　象／市内在住・在学・在勤の人
申し込み／11月15日fまでに、郵送ま
たはFAX・Ｅメールに住所、氏

ふり

名
がな

、電
話番号、愛称とその理由を記入し、
〒417-8601　富士市役所企画課へ
※採用者には、記念品を贈呈します。 
 553-6669　 
Eso-kikaku@div.city.fuji.shizuoka.jp

あなたのバラを咲かせてみませんか？ 
中央公園バラオーナー

みどりの課　155-2793
期　間／平成26年1月～平成29年12月
植栽場所／中央公園西側のバラオー
ナー花壇

定　員／10人程度（応募者多数の場
合抽せん）

※バラ苗の購入から植栽、維持・管
理まで自己負担です。

申し込み／11月13日d（必着）まで
に、はがきまたはＥメールに郵便
番号、住所、氏

ふり

名
が な

（申込者と花壇
内に立てるプレート表示者が違う
場合は両名記載）、電話番号、Eメ
ールアドレス、バラの系統、バラ
の品種名を記入し、〒417-8601　
富士市役所みどりの課へ  
 Emidori@div.city.fuji.shizuoka.jp

個人参加公共施設 
見学参加者（無料）

広報広聴課　155-2736
コース
市役所→ふじひろみ（障害者就労支
援施設）→常葉大学（見学・学食体
験）→歴史民俗資料館→市立博物館
→富士ひのき加工協同組合→市役所
と　き／11月27日d　9:30～15:20
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／20人（応募者多数の場合、
初めての人を優先し、抽せん）
申し込み／11月11日bの19:00（必着） 
までに、電話またはFAXに参加す
る人の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番
号（ 1回につき 2人まで申し込み
可）、今までの参加有無、「11月27
日見学希望」を記入し、おしえて
コールふじ「公共施設見学」係へ
 153-1111　551-0623

夜間納税相談
11月15日F 17:15～19:00

収納課　155-2730

岩
いわ

手
て

山
さん

の麓から富士山の麓へ新たな一滴
しずく

 
『富士市・雫

しずく

石
いし

町友好都市 
提携記念　雫石町紹介展』

秘書課　155-2703
11月 1日の市制記念日に、富士市

と友好都市提携を結ぶ岩手県雫石町
を紹介します。ぜひお越しください。
と　き／11月 1～28日（ 1日は16:00
～。中央図書館休館日は除く）
ところ／中央図書館本館 1階エン
トランスホール
内　容／雫石町や両市町の交流事業
（慰霊の森事業、富士市・雫石町少
年交流事業、雫石町の文化・物産交
流など）の実績をパネルなどで紹介
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講座・教室

11 月 の 納 期
11月15日～12月 2日

国民健康保険税　第 5期 
 収納課　155-2730
介護保険料　第 5期 
 介護保険課　155-2766
後期高齢者医療保険料　第 4期
 国保年金課　155-2754

富士市交流プラザ生活文化事業 
造花deアレンジ

りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／12月14日g　13:00～15:00
ところ／富士市交流プラザ会議室 3
講　師／土屋とき江さん（富士市フ
ラワーデザイナー研究連盟会長）
定　員／20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／3,000円（材料費含む）
※申込方法など詳しくは、富士市交
流プラザへ。

ひざ痛・腰痛予防教室（無料）

高齢者介護支援課　155-2951
と　き／11月22日～平成26年 3月 7
日の原則毎週金曜日（12月は13日
のみ）　10:00～11:30　計12回
ところ／フィランセ
内　容／体操、ストレッチなど
対　象／ひざ痛・腰痛が気になる65歳
以上の人（医療機関受診中の人は、
主治医から運動実施の許可が必要）
定　員／30人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／11月 8日fの17:15まで
に、電話で高齢者介護支援課へ

秋の親子自然のつどい in 愛
あし

鷹
たか

山

少年自然の家　135-1697
と　き／11月17日a　9:00～15:00
※小雨決行。
集合場所／十里木高原駐車場
内　容／越

えち

前
ぜ ん

岳
だ け

登山
対　象／市内在住・在勤で小学生以
上の親子及びその家族
定　員／50人程度
参加費／ 1人300円
申し込み／11月 1 ～ 8 日の8:30～
17:00（ 3日a・4日bは除く）に、
電話で少年自然の家へ

もっと好きになろう！ 
中国語（初級）講座

多文化・男女共同参画課国際交流室　155-2704
と　き／①11月12日からの毎週火曜 
日　19:00～20:30　②11月14日か 
らの毎週木曜日　10:00～11:30　
①②とも計10回
ところ／①富士市交流プラザ 
②吉原まちづくりセンター
講　師／①梁

りょう

剛
こ う

亮
りょう

さん　②随
ずい

健
け ん

さん
対　象／「入門編」の受講・修了者、
または中国語初級レベルの人
定　員／①②ともに15人程度
受講料／9,000円（協会会員は7,000円）
申し込み・問い合わせ／電話で富士市
国際交流協会事務局へ 152-0995

木の実のリースづくり

りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／11月23日g　勤労感謝の日　
10:00～11:30

ところ／富士西公園公園センター
講　師／前嶋綾

あや

さん（ドライフラワ
ーリース作家）
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／16人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／2,000円（材料費含む）
※申込方法など詳しくは、りぷす富
士公園事業課へ。

東図書館 主催講座（無料） 
絵本のカバーでエコバッグをつくろう！

東図書館　138-1550
と　き／11月27日d　10:00～11:30 
ところ／東図書館 
講　師／壽

す

守
もり

周
ちか

子
こ

さん（クラフト作家） 
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／20人（先着順） 
申し込み／11月 7日eの9:00から受け付
けます。直接または電話で東図書館へ
※託児あり（ 1歳児以上、先着 5人。
申し込み時に要予約）。

親子どきやき体験

市立博物館　121-3380
と　き／11月23日g　勤労感謝の日　
9:00～12:00
ところ／市立博物館染色室
内　容／土器ペンダントづくり、火
おこし体験
対　象／保育園・幼稚園年少～小学
生とその保護者（小学 4年生以上
は 1人で参加可）
定　員／35人（先着順）
受講料／100円
申し込み／11月16日gの9:00から受
け付けます。直接または電話で市
立博物館へ

犯罪被害給付制度を知っていますか？
この制度は、故意の犯罪行為によってご家族を亡くされたご遺族、重傷病を

負った被害者や後遺障害が残った被害者に対して、加害者から十分な損害賠償
を受けることができなかった場合などに、国が給付金を支給する制度です。
●給付金の種類
　遺族給付金／死亡した被害者の遺族に支給
　重傷病給付金／重大な負傷または疾病を受けた被害者に支給
　障害給付金／身体に障害が残った被害者に支給
※制度について詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ／富士警察署警務課相談係 151-0110（内線212） 
県警察本部警察相談課犯罪被害者支援室 1054-271-0110（内線2982・2983）

富士市長選挙及び富士市議会議員補欠
選挙と立候補予定者説明会
選挙管理委員会　155-2879

任期満了（平成26年 1月18日）に
伴う富士市長選挙及び富士市議会議
員補欠選挙の日程が決まりました。
選挙の告示日／12月15日a
立候補届け出受付／ 
12月15日a　8:30～17:00　 
市役所 9階第 2委員会室

投票日　12月22日A
選挙の候補者届け出事務を円滑

に行い、正しい選挙運動の方法・
手続を知ってもらうために、立候
補予定者説明会を開催します。
と　き／11月15日f 　13:30～
ところ／市役所 6階第 1・ 2会議室

土を盛った宅地の基礎調査に
伴う現地調査へのご協力を

土地対策課　155-2796
　大規模に土を盛った宅地の位置
などを把握するため、市内全域で、
市の委託を受けた業者が現地調査
を実施します。
※調査員は、市が発行する身分証明
　書を携帯し、腕章をつけています。
と　き／11月中旬～平成26年2月下旬
受託業者／（一財）ベターリビング
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平成26年4月採用 中央病院職員
病院総務課　152-1131（内線 2217）

採用職種 募集人員 受験資格

看護師・
助産師

区分 1
20人程度

昭和38年 4月 2日以降に生まれた人で、平
成25年度に実施する左記職種の国家試験を
受験し、当該免許を取得する見込みの人
※学校推薦による試験方法もあります。

区分 2 昭和38年 4月 2日以降に生まれた人で、左
記職種の免許を有している人

試験日／11月14日e　試験会場／中央病院
申し込み／11月12日c（必着）までに、市ウェブサイトで電子申請するか、
必要書類（病院総務課で配布、中央病院ウェブサイトでダウンロード可）、 
各職種の免許証（既に所有している人）のコピーを直接または郵送で、
〒417-8567　中央病院病院総務課へ Bhttp://fujishi.jp/̃byoin

市内で自転車の盗難が多発して
います。自転車をとめる際は、少
しの間でも必ず施錠をしましょう。
事件情報 〈 8月末現在〉

年間累計 昨年比
全刑法犯罪 1,549件 ‒ 103件
忍び込み 88件 + 11件
空き巣 48件 ‒ 1件
自転車盗 308件 ‒ 7件
事故情報 〈 9月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 1,869件 ‒ 47件
死　者 3件 ‒ 3件
負傷者 2,469件 ‒ 47件
安全を つなげて広げて 事故ゼロへ

富士警察署管内事件・事故

吉永まちづくりセンター家庭教育事業 
ハッピー♥プリティ♥マタニティ
吉永まちづくりセンター　134-1014
と　き／11月28日、12月 5・12・19
日、平成26年 1月 9・16・23日の
各木曜日　13:30～15:30　計 7回
ところ／吉永まちづくりセンター
内　容／妊娠中に知っておきたいこ
と、仲間づくり、健康維持など
対　象／市内在住・在勤の、概ね16
週以降の安定期に入った妊婦
定　員／20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／300円
申し込み／11月 8日f（必着）まで
に、市ウェブサイト・モバイルサ
イトで電子申請するか、はがきを
持参または往復はがきに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番号、勤務先（市
外在住の人）、講座名を記入し、
〒417-0847　比奈1447-1　吉永ま
ちづくりセンターへ

ゲートキーパースキルアップ研修会（無料） 
～実際の場面で役に立つには～

健康対策課　164-8993
と　き／11月28日、12月 5日の各木
曜日　13:30～15:30　計 2回
ところ／富士市交流プラザ会議室 1
対　象／「こころのゲートキーパー
研修会」を受講したことがある人
定　員／100人
申し込み／電話またはFAX・Ｅメー
ルに住所、氏

ふり

名
が な

、電話番号、希望
会場（富士会場）を記入し、「ＮＰＯ
法人臨床心理オフィスＢｅサポー
ト」へ 1・5055-925-1701
 Ebe-sapo@mail.wbs.ne.jp

新産業開拓セミナー（無料）

産業政策課　155-2779
と　き／12月 3・10日の各火曜日　
14:00～16:00　計 2回
ところ／富士商工会議所 4階
講　師／下

しも

川
か わ

貴久恵さん（㈱ダヴィ
ンチ・ブレインズ代表取締役）
対　象／市内企業経営者・従業員など
定　員／50人程度
申し込み／11月29日fまでに、電話
で富士商工会議所経営相談課へ
 152-0995
※詳しくは、富士商工会議所のウェ 
ブサイトをごらんください。
 Bhttp://www.fuji-cci.or.jp

同行援護従業者養成研修 
（一般課程）

社会福祉協議会　164-6600
と　き／12月 7日g・8日a・14日

g　計 3回（計22時間）
ところ／フィランセ
対　象／市内在住で介護福祉士、介
護職員基礎研修終了者、ヘルパー 1
・ 2級のいずれかを満たしている人

※旧ガイドヘルパー養成研修終了者
は、一部受講で修了（平成26年 9
月までの経過措置）とみなします。

定　員／10人（応募多数の場合は選考）
受講料／無料（別途テキスト代が必要）
申し込み／11月13日d・14日eの9:00
～19:00に、直接社会福祉協議会へ

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラム 
「福祉の支援を必要とする人がいます」
多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／11月 9日g　13:30～15:30
ところ／フィランセ西館 3階団体研
修室

講　師／鶴
つる

田
た

安
や す

弘
ひ ろ

さん（（福）あした
か太陽の丘主幹）
参加費／無料（当日直接会場へ）
※託児については、11月 5日cまで
にお問い合わせください。

エイジケア スタイルアップ

りぷす富士（温水プール）　136-2131
と　き／12月19日からの毎週木曜日　
19:00～20:30　計10回
ところ／温水プール軽体育室
対　象／一般（高校生以下は除く）
定　員／25人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／4,000円（保険料含む）
※申込方法など詳しくは、温水プールへ。

平成25年度「まちの駅」 
新駅募集

募集駅数／ 3駅程度（平成26年 4
月中旬開駅予定）

募集期間／12月20日fまで
※詳しくは、各まちの駅にある募集 
要領または市ウェブサイトの「た
だいま募集中」のコーナーをごら
んください。 観光課　155-2777 

富士市成人式
と　き／平成26年 1月12日a 
受付13:15～、開式14:00～
ところ／ロゼシアター大ホール
対　象／市内在住の平成 5年 4月
2日～平成 6年 4月 1日に生ま
れた人
★市外に転出していて、成人式へ
の参加を希望する人は、平成26
年 1月 6日bまでに、市ウェブ
サイト・モバイルサイトで電子
申請するか、電話で社会教育課へ

※案内状の発送は12月上旬を予定。
社会教育課　155-2873

富士山音の駅コンサート 
出演：M

マ ウ

AUハンドベルリンガーズ
と　き／11月17日a　14:00～
ところ／新富士駅ステーションプ
ラザFUJI 1階
問い合わせ／富士山観光交流ビュ
ーロー 164-3776



※場所記号　●…市役所　■…消防防災庁舎　★…フィランセ

博 館物

16
土

富士市立幼稚園フェスティバル（中央公園）→P12
レディース・フェスタ2013★→ P13
認知症サポーター養成講座★

17
日

富士市技能者表彰式（ラ・ホール富士）
あるけあるけ丘地区まちづくり大集会（厚原スポーツ公園）
富士山音の駅コンサート（ステーションプラザFUJI）→ P15
田子浦地区安全大会（田子浦小）
麻薬・覚せい剤撲滅の日

18
月

離乳食講習会・ぱくぱく期★
ロゼシアター臨時休館～ 19日

19
火

献血→P12
すくすく赤ちゃん講座★　　不動産に関する相談●
核兵器廃絶平和都市宣言日　　食育の日

20
水

結婚相談★
離乳食講習会・ごっくん期★

21
木

アマチュアゴルフ選手権大会（南富士カントリークラブ）
献血●→P12　　1歳 6か月児健診★
人権相談★

22
金

3 歳児健診★
行政相談●

23
土

シルバー人材センターふれあいフェスティバル
小学校図画工作展（ロゼシアター）～24日　　
富士市富士山武道演武会（市立富士体育館）
ふじのくに地産地消の日 ［勤労感謝の日］

24
日

ふじかわキウイマラソン（市立富士川体育館周辺）
原田地区まちづくり推進総合パレード（原田小）
伝法地区まちづくり安全推進パレード・大会（伝法小）
須津ふれあい遠足（須津川沿い）
鷹身まつり（久沢）　　結婚相談★

25
月

年末調整等説明会（ロゼシアター）→P12
夜間納税相談●

26
火

青色申告決算説明会（ロゼシアター）→P12
普通救命講習■　　すくすく赤ちゃん講座★
労務相談●

27
水

結婚相談★

28
木

人権相談●

29
金

富士市環境エネルギー展（ふじさんめっせ）

30
土
富士市環境フェア（ふじさんめっせ）
静岡県市町対抗駅伝競走大会（県草薙陸上競技場ほか）

平
成
25
年
10
月
20
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）

暮らしの
　　カレンダー
11月 NOVEMBER

［霜月］
テーマ展「富士山東泉
院と富士山信仰」から

11月の

1
金

富士市表彰式典（ロゼシアター）→P 2　　漁業センサス
富士市・雫石町友好都市提携調印式●　　高尾山神社祭典（大淵）
富士市・雫石町友好都市提携記念 雫石町紹介展（中央図
書館）～28日→ P13　　3歳児健診★ ［市制記念日］

2
土
商工フェア（中央公園）～ 3日
吉永地区ふれあいコンサート（吉永第一小）

3
日

農林水産フェア・富士市お茶まつり“秋の部”（中央公園）
 T- 1グランプリ（ロゼシアター）
元吉原地区海岸一斉クリーン作戦　　あゆみ秋まつり
市民課など窓口開設●　　日曜納税相談● ［文化の日］

4
月  ［振替休日］
5
火
森林墓園墓所使用者申込受付●～15日→ P11
すくすく赤ちゃん講座★

6
水

富士市震災復興シンポジウム（ロゼシアター）
市議会報告会（富士駅南・伝法まちづくりセンター）→P12
結婚相談★　　お母さんお父さん教室★
離乳食講習会・ごっくん期★

7
木

看護師など再就業相談★　　献血●→P12
市議会報告会（天間まちづくりセンター）→P12
1 歳 6 か月児健診★　　人権相談★ ［立冬］

8
金
市議会報告会（田子浦まちづくりセンター）→P12
3 歳児健診★　　行政相談●

9
土

富士発・女と男のフォーラム★→P15
楽しい紙芝居・手あそび（富士市交流プラザ）
常葉大学スポーツフォーラム杉山祥子さん（元全日本バ
レーボール選手）講演会（常葉大学富士キャンパス）
富士サッカーフェスティバル（富士総合運動公園）～10日
大淵 1・2祖師堂祭典（おそっさん）～10日
岩本実相寺お会

え

式
しき

～10日　　新
しん

浜
ばま

金
こん

毘
ぴ

羅
ら

さん　　秋季火災予防運動～15日

10
日

富士市消防まつり　　富士駅伝競走大会（富士山こどもの国）
田子の浦漁港水産まつり→P12　　バンクバザー（市民ふれあいバンク） 　　
須津川クリーン作戦　　鷹岡地区市民安全大会（鷹岡小） 　
小木の里歩け歩けグラウンドゴルフ大会（富士駅南地区憩いの広場）
献血→P12　　結婚相談★

11
月

富士市社会福祉大会（ロゼシアター）→P 9
市議会報告会（富士川・須津まちづくりセンター）→P12
離乳食講習会・かみかみ期★　　税を考える週間～17日

12
火
すくすく赤ちゃん講座★　　労務相談●
女性に対する暴力をなくす運動～25日→P 9

13
水
市議会報告会（大淵まちづくりセンター）→P12
結婚相談★　　お母さんお父さん教室★

14
木

1 歳 6 か月児健診★
人権相談●　　　　　　　　　　［世界糖尿病デー］

15
金
夜間納税相談●→P13　　 3 歳児健診★
子どもの安全を守る市民行動の日 ［七五三］

●テーマ展「富士山東泉院と富士山
信仰」 ～ 12月22日

●第１日曜日「博物館の日」 3日
●陶芸歳時器 9日
●和紙の折染め作

づく

り 10日
●癒

いや

しのおんがく会 17日
●親子どきやき体験 23日
※休館日 5・6・11・18・25日

●児童虐待防止推進月間
●子宮頸

けい

がん月間
●富士市子ども・若者育成支援強調月間
●計量強調月間　●ゆとり創造月間
●地震防災強化月間
●滞納整理強化月間～12月

人　口　259,964人  （前月比－127）
　　男　128,683人  （－55）　
　　女　131,281人  （－72）
世　帯　99,228世帯（ + 16）  2 月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※モバイルサイト・t
ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

人　口　259,137人  （前月比－32 ）
　　男　128,168人  （－40）　
　　女　130,969人  （ + 8 ）
世　帯　99,756世帯（ + 69） 9月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

いよいよ秋本番となってきました。
読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋
など、楽しみ方はいろいろあります
が、皆さんにとっての秋は何でしょ
うか？デスクワークの多い私は、最
近運動不足のため、体重も少し（？）
ふえてしまいました。メタボ解消を

目指し、ランニングやストレッチな
どをして、積極的に体を動かしたい
と思います。市内では、これから各
種スポーツ大会や地区文化祭など、
さまざまな催しが開かれます。ぜひ、
行事に参加するなどして、それぞれ
の秋を楽しみましょう。（T）


